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万一、次のよラな異常が凳生したとさはすぐに使用をやめ 

る0 

^び出ていたりへんなにおいびするとを 
-内部に水や異物び入ってしまったとを 
• 落としたり、破損したとを 
-電源コードび傷んだとを(な線の露出や断線など） 

すぐに電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。このよラな異常び発生したまま使用している 
と、乂巧や感電の原因となります。煙び出なくなるのを確認 
してから販売店に修理を依頼してください。お客様による 
修理はを険ですから絶対におやめください。 

分解や改造をしない、カバーを外さない。 

火災や感電の原因となります。内部の点検や修理は、お買い 
上げの販売店にご依頼 < ださい。 

風呂場 やシャワー室では使用しない。 


警告 ■ 

0 


本機の中に水び入ると、乂巧や感電の原因となります。 

本機の上に义のついたちのを置かない。 

火のついた□ーソクなどを置くと、乂巧の原因となります。 

本機の中に物を入れない。 

通風孔やディスク挿入□などから、金属物や燃えやすいち 
のび入ると、乂巧や感電の原因となります。特にルさなお子 
様のいるご家庭ではご注意ください。 

まおされた電源電圧(交流 100 ボルトまたは直流 9 ボルト） 

L ソがで使用しない。 


〇 

〇 


表おされた電源電圧し U 外では、火災•感電の原因となりま 
す。本機を使用でさるのは曰本国内のみです。 

This set is designed for use in Japan only and cannot be 
used in any other country . 


0 


電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。特 
に、なのことにま意してください。 

-電源コードを加工しない 
-電源コードを無理に曲げない 
-電源コードをねじらない 
-電源コードを引っ張らない 
-電源コードを熱器具に近づけない 
-電源コードの上に家具などの重い物をのせない 

電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

差し込みび不完全だと、発熱したりほこりび付着して火災 
や感電の原因となります。また、たこ足配線ち、コードび熱 
を持ちを険ですのでしないでください。 

電源プラグは定期的に清掃する。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴ5やほこりびたまって 
湿気を吸ラと、絶縁ほ下を起こして、火災の原因となりま 
す。定期的に電源プラグをコンセントから抜を、ゴ=やほこ 
りを乾いた巧で取り除いてください。 

本機の上に水などの入った容器を置かない。 

巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など水の入った容器を 
置かないでください。こぼれたり、中に水び入った場合は、 
火災や感電の原因とな D ます。 

雷が鳴り出した5、アンテナ線や電源プラグに触れない。 

感電の原因となります。 

本機の包装に使用しているポ U 袋は、ルさなお子様の手の 

届くところに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 


^描 \ 7 ictor 


取扱説明書/保証書 

RD-EZ11-A 

RD-EZ11-P 

RD-EZ11-W 


を全上のご注意一はじめにお読みください 


'絵表示について 


この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品を安全に正し < お使いいただを、人へのを害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意はをよ <理解してか 
ら本文をお読みください。 


この表示の注意文を無視して、誤った取り 


この表示のま意文を無視して、誤った取り 

警告扱いをすると、 r 死 t または重傷を負う巧 


/ K ミ壬胃扱いをすると、 r 傷害を負った0物的損害 

S 能性び想定される」内容を示してしほす。 


^ び想定される」内容を示しています。 


'絵表示の説明 


ま意をラなびす記号 


行為を禁止する記号 


行為を指示する記号 


A A A 〇⑩（1)题）（1)戀 ©を 


一般的ま意感電手を挟まれ 
ないよラミ主意 


禁止 分解禁止水場での接触禁止说れ手禁止水城れ禁止 

使用禁止 


一般的指示電源プラグを 
抜く 


© 2009 Victor Company of Japan, Limited 
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A 注意 


電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張 s ない。 

電源コードを引っ張ると、コードに傷びつ去、义災や感電の原因と 
なることびあります。電源プラグを持って巧いてください。 

めれた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因となることびあります。 

長期間使用しないとをは、電源プラグを巧く。 

電源び切れているとさでち本機には、わずかな電流び流れていま 
ず。安全および節電のため、電源プラグをコンセントか6抜いてく 
ださい。 

置を場所にま意する。 

なのよ5な巧に置くと、火災や感電の原因となることびあります。 
-調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気び当たる巧 
-湿気やほこ0のをい巧 
-熱器具の近<など高温になる巧 
-窓ぎわなど水滴の発生しやずい巧 

ぐ5ついた台の上や傾いた巧など不安定な場所に置かない。 

バランスびくずれて倒れたり、落ちたりして、けびの原因となるこ 
とびおります。 

お手入れをずるとさは、電源プラグを抜<。 

電源び切れているとをでち本機には、わずかな電流び流れていま 
す。電源プラグびコンセントに接続されていると、感電の原因とな 
ることびあります。 

移動ずるとさは、接続したコ~ドや電源プラグを振く。 

接続したまま移動すると、コードび傷つさ、火災や感電の原因とな 
ることびあります。 

電源プラグが容易に抜き差しできる空間を設ける。 

-電源スイッチを切っただけでは機器は電源か日完全に遮断され 
ません。完全に遮断するには、電源プラグを抜いてください。 

-機器はコンセントに容易に手び届く位置に設置し、異常び起き 
た場合すぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 

はじめか！5音量を上げすぎない。 

突然大をな音び出て、スピーカーを破損したり、聴力障害の原因と 
なることびあります。電源を切る前に音量(ボ I 」ユーム)を下げて 
おさ、電源び入ってか5徐々に上げてください。 

移動ずるとさには、アンテナをたたむ。 

けびの原因となることびあります。 


A CD ドアの開閉に注意する。 

CD ドアに手や指びはさまれて、けがの原因となることびありま 
-す。特に小さなお子様にはごま意くださし、。 

A 3年に一度は内部の清掃を販売店に依頼する。 

内部にほこりびたまったまま使用すると、乂災の原因となること 
びあります。特に、湿気の多 < なる梅雨期の前に行ラと、より効果 
的です。 

0 可動部の作動中には無理な操作を加えない。 

一つの動作び終了してか日、次の操作に移ってください。誤動作や 
故障の原因となることびあ0まず。 

0 本機の上に重いわのを置かない。 

テレビなどの重い物や本機か5はみ出るような大きな物を置く 
と、バランスびくずれて倒れた0、落ちた0して、けびの原因とな 
ることびあります。 

0 電池の取り扱いに注意する。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂したり、液もれして、火災•け 
びや周囲を巧す原因となることびあ0まず。次のことにま意して 
<ださし、。 

-指定以外の電池を使用しない 
-電池のプラス (+) とマイナス（一）を間違えない 
-電池のプラス (+) とマイナス（一）をシヨートさせない 
-新しい電池と一度使用した電池を遲ぜて使用しない 
-種類の違ラ電池と混ぜて使用しない 
-電池を加熱しない 
-分解しない 
-乂や水の中に入れない 
-乾電池は巧電しなし、 

-長期間使わないとさは、電池を取り出しておく 
-交流1日0ボルト電源で使ラとさは電池を取0出しておく。 

わし、電池びミ夜をれをしてしまったとさは、電池ケースについたミ夜 
をよく巧さとってください。万一、われたお体び身体についたとさ 
は、水でよく洗い流してください。使い終わった電池は、自治体の 
指示に従って廃棄してください。 


0 付属の電源コード凹外は使用しなし、。 

火災や感電の原因となることびあ0ます。 

0 付属の電源コードを本機技外には使用しない。 
火災や感電の原因となることびあ0まず。 


レーザー 製品についてのご注意 

1. この製品は JIS C 目8日2規格に基づくクラス1レーヴー製品 
です。 

2. 注意； 機器内部口ま、危険なレーヴー放射部があります。分解、 
改造はしないでください。 

3. 機器内部には、下のラベルがあります。 



欧州連合の U サイクルマークです。 


CAUT に N 
VISIBLE AND / 加 
INVISIBLE CLASS 1M 
LASER RADIATION 
WHEN OPEN. DO NOT 
VIEW DIR 防 TLY WITW 
OPTICAL INSTRUMENTS. 

旧 C 扣的 S-1; 如 01 

( 田日） 


ATTENTON 
RAYONNEMENT LASER 
VISIBLf 口/ OU 
INV 店旧 LE DE CLASSE 
1U UNE 阳 IS OW 田 T, 
PAS REQA 阳巧 
DIR 防 TEMENT AVEC 
INSTRUM 巧 TS 

(田 A) 


OPTIQUES. 


AV に 0 

FIADIACION LASER 
DE CLASE 1M 
VISBL£ WO INVISIBLE 
C 叫 N 阳 ESTA 
ABIERTO. N0 UIRAR 
CTAMENTE 
INSTRUMENTAL 


VARNING 

s 川叫〇押/扎脚 

OSYNUG 
LAS 邮 TRALNIN 


扣 RECTAW 
CON INST 
OFTCO. 


を意 

ここ巧くと巩！ 
及び / または巧 g 
■( クラス 1M 

■イー胤が 
出ます， 

ホ销■でが 
がいでください . 

(JPN) 


CAUTION 
VISIBLf AND/OR 
INVISIBLf CLASS n 
LASER RADIATION 
OPEN. 

DO NOT STARE 
INTO BEAM. 

FDA 21 cm 脚间 
LV 44603 -OOSA 


ま 意： ここを開くと可視及び/または不可視のクラス IM レー 
ヴー 放射び出ます。光学装置で直接見ないで < ださい。 




























































巧 証と アフターヴービスー必ずぉ読みく ださい一 


巧証書 

所定事項記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管してください。保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

補修巧性能部品の最ほ巧有期間 

製造打ち切り後6年です。補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。 

み — 

持込修理 


お客様へのお願い 

1. 本書にお買い上げ年月曰、お客様名、お買い上げ販売店名 
び記載されているかお確かめ < ださし'I。万一記入びない場 
合は直ちにお買い上げ販売店にお申し出ください。購入曰 
の確認できる書類（シールやレシートなど）の添付でをか 
まいませんので、大切に保管してください。 

2. 製造番号の記載びない場合は、お手数ですび、お買い上げ 
商品の製品番号をお確かめのラえ、記入をお願い致しま 
す。 

3. ご贈答品などで、本書記載のお買い上げ販売店に修理びご 
依頼になれない場合は、最寄〇のサービス窓□にご相談< 
ださし、。 

4. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 

已.本書は再発行いたしませんので、紛失しないよラに大切に 
保管してください。 


保証書 


品名才 一 X ィオ商品 
型名 RD - EZ 1 1- A / RD - EZ 11- P / RD - EZ 11 -W 

製造番号 

お 

客 

様 

お名前 

ふ 0 びな 

様 

ご住所 

- 電話 （ ） - 

お買い上げ年月曰 

年月日 

保 

証 

期 

間 

お買い上げ日か 6 

本体1年間 

お買い上げ店 住所•店ち•電話 


お客様にご記入いただいた保証書は、保証期間中、およびその後の点検-サービス活動のために記載内容を利用させていただく場合びありますので、ご 
了承ください。本書は、本書記載内容で、無料修理を行ラことをお約束するちのです。 

1 . 保証期間中、取扱説明書および本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常な使用状態で故障した場合は、無償修理または本体部の交換をさせていただ 
さます。その隙、当社の判断で再生部品を用いる場合びあ0ます。商品と本書をお買い上げの販売店にご持参ご提示のラえ、修理をご依頼くださし、。 

2. 保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店、または最寄りのサービス窓口にご相談ください。 

3. 次のような場合は保証期間内でわ有料修理にさせていただきます。 

(1) 本書のご提示びない場合。 

(2) 本書に型名、製造番号、お買い上げ年月曰、お客様名、お買い上げ販売店名の記載びない場合。 

(3) ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(4) お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷。 

(已）火災、地震、風水害、雷その他の天災地変、虫害、塩害、公害ガス害(硫化ガスなど)や異常電圧、指定し义の使用電源(電圧-周波数)による故障お 
よび損傷。 

(目）不具合の原因び本製品 U (外(外部要因）による場合。 

(7) 一般家庭用し U 外(例えば業務用などへの長時間使用および車軸、船舶への搭載)に使用された場合の故障および損傷。 

(8) 消耗品(電池など)の消耗。 

(9) (持込修理対象商品の場合） 

持込修理の対象商品を直接メーカーへ送付した場含の送料はお客様負担とさせていただきます。また、出張修理を行なった場含には、出張料は 
お客様負担とさせていたださます。 

(10) (出張修理対象商品の場合） 

離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を巧った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 

(11) 不ま意、許巧なしに行なった修正/改造、あるいは事前承諾を得ずに付加した部品またはインスI''■ールしたソフトウェア、ファームウェアび原因 
となって損傷び発生した場合。 

4. この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約まするをのです。この保証書によって曰本ビクター(株)およびそれ以外の事 
業をに対するお客様の法律上の権利を制限するものではあ0ません。保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店また 
は別紙のビクターサービス窓□にお問い合わせください。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid 曰 niy in Japan. 


■ この製品の製造時期は本体の背面に表示されていまず。 

/お客様の個人情報のお取り扱いについて 

ご相談窓口におけるお客様の個人情報につきまし口ま、日本ビクター株式尝社およびビクターグループ関係尝社似下、当社)にて、下記のとおり、お取り扱 
いいたします。 

-お客様の個人情報は、お問い合わせの対応、修理およびその確認連絡に利用させていたださます。 

-お客様の個人情報は、適切に管理し、当社び必要と判断する期間保管させていたださます。 

-次の場合を除さ、お客様の同意なく個人情報を第云者に提供または開示することはあ0ません。 

1. 上記利用目的のために、協力尝社に業務委託する場合。当該協力会社に対し口ま、適切な管理と利用目的がの使用をさせない措置をとりまず。 

2. 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。 

-お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓□にご連絡ください。 


( 使用上のごミ主意 


本機の 置 さ場所について 

故障などを防止するために、次のよラな場所には置かないでください。 

-湿気やほこ0の多い所 •ノ（ランスの悪い不安定な所 

. 熱器具の近< -日 A 機器やけい光灯のすぐそば 

-風通しの悪い狭い巧 -直射曰光の当たる所 

-極端に寒い巧 -振動の激しい巧 

-テレビや他のアンプ、チューナーのそば 
• 磁気を発生する所 
ご注意 

本機の使用環境温度は、巳む〜3己むです。この範囲外の温度で使用する 
と、正しく動作しなかった0故障の原因となることびあります。 


露、水滴がついた5 

次のよラなとを、本機内部のレンズに露、水滴び付いて正しく再生でをな 
い場合びあります。 

-暖房を始めた直後 -湯気や湿気のをいところに置いてあるとさ 

-寒い所から急に暖かい部屋に移動したとさ 

このようなときは、電源を入れたまま約]〜2時間待ってから、ご使用くださ 
い。 

データのお取り扱いについて 


本体の清掃 

パネル操作面びちれた5柔5かい巧でからぶさしてください。ミちれびひどし、 
ときは、水で布をしめらずか、中性洗剤をかし巧に付けてふき、あとからか5 
ぶさして < ださい。 

ごま意 

シンナーやベンジン、アルコールなどの化学薬品でふいたり、殺虫剤をかけ 
ないでください。変色した0表面の仕上げをいためることびあ0ます。 

ステレオを 聞< とさのエチケット 

音楽をお楽し别こなるとさは、隣近所に迷惑びかか5ないよラな音量でお聞 
を < ださし、。 

特に、夜はルさな音でわ周囲によく通るわのでず。窓を閉めて 
ご使用になるなどお互いに気を配り、快い生活環境を守0ま 
しょラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボルマークです。 



-本機の故障または不測の事態などにより、再生において利用の機尝を逸したために発生した損害などの補償については、ご容赦くださし、。 

大切なデータはパソコンなどにバックアップを取っておくことをお勧めします。 

-本機と接続機器間での再生のとをに、データの消失または破損び生じた場合の捕償はご容赦<ださい。 


ご相談や修理は 

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の窓□にご相談<ださい。 

修理など①アフターサービスに関するご柏談 

ビクターヴービスエンジニアリング株式をな 

お買い物相談や製品についてのを般的なご柏談 

お客様ご相談センター 

別紙の「ビクターサービス窓□案内」 

をご覧ください。 

函 0120 - 2828-17 

携帯電話- PHS • FAX などか b のご利用は 

電言舌 （04 已）4已0 - 89己0 

FAX (04 己）4已0 - 吕27已 

干 221 -8 已 28 横お市ネ申奈川区守屋町 3-1 2 


♦ご柏談窓□におけるお客様の個人情報の取り扱いについては、左記をご覧ください。 

ビクターホームぺージ http :// www . victor . co . jp / 

日本 ビクター 株式会社 

干22 1-8 已28横お巿ネ申を J II 区守屋町 3- 12 














































